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【
平
和
祈
願
の
集
い
】
終
戦
の
日
の
８

月
15
日
、
藤
山
山
頂
に
あ
る
平
和
の
鐘

の
音
に
合
わ
せ
、
戦
没
者
の
冥
福
と
平

和
を
祈
り
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
す
＝
写

真
①
。

【
市
民
学
習
会
】
世
界
連
邦
運
動
へ
の

理
解
を
深
め
る
学
習
会
を
開
催
＝
写
真

②
。

【
地
球
市
民
の
集
い
】
平
和
と
環
境
を

テ
ー
マ
に
し
た
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

＝
写
真
⑤
。

【
世
界
連
邦
推
進
綾
部
市
小
・
中
学
生

ポ
ス
タ
ー
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
】
次
代

を
担
う
小
・
中
学
生
に
、
平
和
の
尊
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
、
世
界
連
邦
に
対
す

る
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
ポ
ス

タ
ー
と
作
文
を
募
集
し
表
彰
し
ま
す
＝

写
真
③
。

【
中
東
和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】
イ
ス
ラ

エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
紛
争
で
親
族
を

亡
く
し
た
若
者
た
ち
を
日
本
へ
招
き
、

相
互
交
流
を
図
る
取
り
組
み
＝
写
真

④
。
平
成
15
年
に
本
市
で
初
開
催
し
、

今
年
13
回
目
の
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
亀

岡
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
世
界
平
和
と
難
民
救
済
の
た
め
の
自

治
体
職
員
１
人
１
０
０
円
募
金
】毎
年
、

全
国
の
自
治
体
職
員
に
募
金
を
呼
び
掛

け
、
国
連
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
協
会
や
日
本
ユ

ニ
セ
フ
協
会
へ
寄
託
す
る
ほ
か
、
世
界

連
邦
運
動
の
推
進
事
業
に
活
用
。
昨
年

と
今
年
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救

援
金
の
寄
託
も
行
い
ま
し
た
＝
写
真

⑥
。

平
和
へ
の
取
り
組
み

　終
戦
か
ら
78
年
。
戦
時
中
の
こ
と
を
知
る
人
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
世
界
で
は
ま
だ
戦
争
や
紛
争
の
惨
禍
が
続

き
終
わ
り
は
見
え
ま
せ
ん
。
本
市
は
、「
平
和
」
を
市
是
に
掲
げ
、

関
係
機
関
が
連
携
し
、
世
界
平
和
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
あ
ら
た
め
て
平
和
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

昭和61年に綾部青年会議所が創立30周年を記念
して建立した「平和の像」（中丹文化会館、里町）

平
和
を
考
え
る

戦
後
78
年

戦
争
ほ
ど
悲
惨
な
も
の
は
な
い

❶

❷

❸❺

❹

❻

写
真
で
し
か
知
ら
な
い
父
が
眠
る
島
へ

　２
歳
の
と
き
、
陸
軍
に
い
た
父
を
南

太
平
洋
の
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
で
亡
く
し

た
熊
内
さ
ん
。
現
地
で
遺
骨
収
集
に
携

わ
っ
た
自
身
の
経
験
か
ら
平
和
へ
の
思

い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　「父
の
眠
る
地
に
一
度
行
き
た
い
」。

定
年
退
職
後
、
写
真
で
し
か
知
ら
な
い

父
へ
の
思
い
が
募
り
、
初
め
て
ブ
ー
ゲ

ン
ビ
ル
島
の
地
を
踏
ん
だ
の
は
平
成
31

年
の
こ
と
。
夫
で
あ
り
、
現
在
市
遺
族

会
の
会
長
を
務
め
る
輝
夫
さ
ん
の
「
悔

い
の
な
い
よ
う
に
行
っ
て
き
な
さ
い
」

と
い
う
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
「
家
族

の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
叶
わ
な

か
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

遺
骨
を
手
に
取
り
涙
あ
ふ
れ
る

　ジ
ャ
ン
グ
ル
を
か
き
分
け
、
熊
内
さ

ん
ら
が
た
ど
り
着
い
た
の
は
旧
日
本
軍

の
野
戦
病
院
跡
地
で
し
た
。「
赤
い
リ

ボ
ン
で
し
る
さ
れ
た
場
所
を
掘
り
起
こ

す
と
、
出
て
き
た
の
は
遺
骨
の
ほ
か
、

軍
服
の
ボ
タ
ン
や
万
年
筆
、薬
瓶
な
ど
。

『
佐
藤
』
と
書
か
れ
た
せ
っ
け
ん
箱
も

あ
っ
た
」
と
回
想
し
、「
十
分
な
治
療

も
受
け
ら
れ
ず
に
亡
く
な
っ
た
兵
士
た

ち
が
埋
め
ら
れ
た
と
聞
い
た
」
と
話
し

ま
す
。

　遺
骨
に
付
い
た
土
を
刷
毛
で
き
れ
い

に
落
と
す
と
き
、
参
加
者
全
員
で
唱
歌

「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
っ
た
そ
う
。「
こ
の

中
に
父
の
遺
骨
が
交
ざ
っ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
と
思
っ
た
。
同
時
に
、
生
き

て
祖
国
に
帰
り
た
か
っ
た
だ
ろ
う
戦
没

者
の
無
念
を
思
い
浮
か
べ
涙
が
あ
ふ
れ

た
」
と
目
を
潤
ま
せ
ま
し
た
。

平
和
へ
の
願
い
つ
な
い
で

　「戦
争
の
記
憶
は
な
い
が
、貧
し
か
っ

た
こ
と
は
覚
え
て
い
る
」と
熊
内
さ
ん
。

「
私
た
ち
き
ょ
う
だ
い
に
食
べ
さ
せ
る

た
め
に
自
分
は
食
べ
な
か
っ
た
」
と
母

を
し
の
び
「
戦
争
は
、
遺
族
に
悲
し
み

と
苦
し
み
が
残
る
だ
け
」
と
語
気
を
強

め
ま
す
。

　「戦
争
ほ
ど
悲
惨
な
も
の
は
な
く
、

平
和
ほ
ど
尊
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

綾
部
市
は
、
日
本
で
初
め
て
世
界
連
邦

都
市
宣
言
を
行
っ
た
ま
ち
。
ま
た
、
市

民
憲
章
の
１
番
目
も
平
和
。
こ
う
し
た

こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
こ
れ
か
ら
も
一

人
ひ
と
り
が
平
和
へ
の
願
い
を
つ
な
い

で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

は

　け

熊内　洋子さん（睦寄町）

戦後、近所の
人からもらい、
お守り代わり
に持ち歩いて
いる父・川北
春夫さんの写
真。熊内さん
は遺骨収集の
活動中、ずっ
と胸にしのば
せていた
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波多野記念館２階の一室に「綾部町立
図書館」として設立

京都府立図書館綾部地方分館開館（綾
部町立図書館内に併設）

「綾部市図書館」に名称変更

市民センター完成（並松町）に伴い、
同センター１階に移転

京都府立図書館が移動図書館事業開始

新宮町に現図書館オープン

おはなし会開始

おりがみ通信開始

貸出業務コンピューターシステムの導入

市内小学校でブックトーク開始

ブックトーク講師養成講座開始

図書館情報誌「ほんでほんで？通信」
発行開始

貸出冊数「１人６冊」から「制限なし」
に規則改正

語り手ボランティア勉強会開始

第１次綾部市子どもの読書活動推進計
画策定

図書館情報新システム導入（国内初）

読書手帳システム開設

国立国会図書館デジタル化資料送信複
写サービス開始（京都府北部初）

第１回絵本作家講演会

人形劇団「ほんでほんで」結成（図書
館ボランティアと職員による人形劇団）

「おうちで図書館」プロジェクト開始

スマホで「かしだし券」のバーコード
表示開始（京都府初）

電子図書館サービス開始

　お手元のパソコンやスマートフォン、タ
ブレットからアクセスでき、自宅に居なが
ら読書を楽しめるインターネット上の図書
館です。かしだし券番号と生年月日だけで
サインインできるので簡単。利用方法など
詳しくは、本紙２月号を参照してください。

※雑誌読み放題サービスは、２冊までの上限に
　含まれず、何冊でも読むことができます。

現
在
の
市
図
書
館
（
新
宮
町
）
は
、

新
図
書
館
へ
移
転
準
備
の
た
め
、
８
月

27
日
を
も
っ
て
閉
館
し
ま
す
。
今
回
の

特
集
で
は
、
市
図
書
館
の
歩
み
を
振
り

返
り
ま
す
。

旧
市
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
移
転
し
30
年

　旧
綾
部
簡
易
裁
判
所
の
跡
地
を
活
用

し
て
い
た
現
図
書
館
は
、
平
成
５
年
に

並
松
町
に
あ
っ
た
市
民
セ
ン
タ
ー
か
ら

移
転
し
、
30
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
今

秋
11
月
下
旬
に
は
綾
部
駅
北
側
（
青
野

町
）
に
新
図
書
館
が
完
成
予
定
。
現
図

書
館
は
図
書
の
整
理
や
移
転
作
業
の
た

め
閉
館
し
ま
す
。
新
図
書
館
オ
ー
プ
ン

ま
で
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
利

用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

１月

７月

８月

10月

４月

７月

１月

３月

６月

10月

７月

４月

４月

12月

１月

３月

６月

３月

８月

12月

11月

11月

３月

図書館の歩み

移転先の複合施設イメージパース

本の返却は

電子図書館でどこでも
気軽に読書を!

　蔵書の点検のため、本は必ず返却してください。
※８月29日（火）～９月10日（日）（午前９時30分～
　午後６時）はカウンターへ。時間外は返却ポス
　トに返却してください。

◀電子図書館利用
　ガイド

電子図書館　
ホームページ▶

９月10日(日) までに！

開 始 日　８月28日（月）～
対　　象　市内在住・在勤・
　　　　　在学の人
申 請 料　無料（通信料は利
　　　　　用者負担）

＼電子申請はコチラから！／

https://logoform.jp/f/uE7aZ

　休館の間、電子図書館を利用したい…でも「か
しだし券」を作ったことがないという人のために、
「かしだし券」の電子申請を開始します。お手元の
パソコンやスマートフォン、タブレットからアク
セスし、申請フォームに入力してください。申請
後、２週間以内に連絡します。

「かしだし券」の電子申請が可能に！
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新図書館イメージパース

現図書館

市民センター（並松町）
内の旧図書館

平成５年
1993

対　　象　市内在住・在勤
　　　　　・在学の人
利 用 料　無料（通信料は
　　　　　利用者負担）
貸出上限　２冊
貸出期間　２週間

5 4

波多野記念館２階の一室に「綾部町立
図書館」として設立

京都府立図書館綾部地方分館開館（綾
部町立図書館内に併設）

「綾部市図書館」に名称変更

市民センター完成（並松町）に伴い、
同センター１階に移転

京都府立図書館が移動図書館事業開始

新宮町に現図書館オープン

おはなし会開始

おりがみ通信開始

貸出業務コンピューターシステムの導入

市内小学校でブックトーク開始

ブックトーク講師養成講座開始

図書館情報誌「ほんでほんで？通信」
発行開始

貸出冊数「１人６冊」から「制限なし」
に規則改正

語り手ボランティア勉強会開始

第１次綾部市子どもの読書活動推進計
画策定

図書館情報新システム導入（国内初）

読書手帳システム開設

国立国会図書館デジタル化資料送信複
写サービス開始（京都府北部初）

第１回絵本作家講演会

人形劇団「ほんでほんで」結成（図書
館ボランティアと職員による人形劇団）

「おうちで図書館」プロジェクト開始

スマホで「かしだし券」のバーコード
表示開始（京都府初）

電子図書館サービス開始

　お手元のパソコンやスマートフォン、タ
ブレットからアクセスでき、自宅に居なが
ら読書を楽しめるインターネット上の図書
館です。かしだし券番号と生年月日だけで
サインインできるので簡単。利用方法など
詳しくは、本紙２月号を参照してください。

※雑誌読み放題サービスは、２冊までの上限に
　含まれず、何冊でも読むことができます。
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移転先の複合施設イメージパース

本の返却は

電子図書館でどこでも
気軽に読書を!

　蔵書の点検のため、本は必ず返却してください。
※８月29日（火）～９月10日（日）（午前９時30分～
　午後６時）はカウンターへ。時間外は返却ポス
　トに返却してください。

◀電子図書館利用
　ガイド

電子図書館　
ホームページ▶

９月10日(日) までに！

開 始 日　８月28日（月）～
対　　象　市内在住・在勤・
　　　　　在学の人
申 請 料　無料（通信料は利
　　　　　用者負担）

＼電子申請はコチラから！／

https://logoform.jp/f/uE7aZ

　休館の間、電子図書館を利用したい…でも「か
しだし券」を作ったことがないという人のために、
「かしだし券」の電子申請を開始します。お手元の
パソコンやスマートフォン、タブレットからアク
セスし、申請フォームに入力してください。申請
後、２週間以内に連絡します。

「かしだし券」の電子申請が可能に！
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